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令和８年７月発行 

農政普及課出水市駐在では、「かごしま食と農の県民条例に基づく基本方針」や「かごし

ま未来創造ビジョン」等を踏まえ、市町や農協等の振興方針との整合を図りながら，地域農

業の発展に向けた普及活動を展開しています。 

活動に当たっては、重要性や緊急性、将来性を考慮した課題設定を行い、「農業者の稼ぐ

力の向上」を目標に、各種支援に取り組んでいます。 

昨年度は、新たに策定した普及指導計画に基づき、地域農業の現状や農業者ニーズを踏ま

えた活動を進めてきました。今年度は、引き続き各課題の目標達成に向けて活動を推進する

とともに、スマート農業技術の現地実装支援についても、関係機関と連携しながら取り組ん

で参ります。 

出水市駐在 

北薩地域振興局 

農林水産部 

農政普及課 

〈組織体制〉 

参事 

経営普及グループ（経営，作物） 

果樹花き普及グループ（果樹，花き） 

農畜産普及グループ（畜産，茶） 

野菜普及グループ（野菜） 

〈農政普及課出水市駐在職員〉 〇印：担当主幹等 

参事 野畑（総括） 

経営普及グループ 果樹花き普及グループ 農畜産普及グループ 野菜普及グループ 

○太 田（経営） 

 橋 本（作物） 

上 村（経営） 

  備 （作物） 

○樋 口（果樹） 

 野 間（果樹） 

玉 利（花き） 

 本 田（果樹） 

○松 本（野菜） 

 有 村（野菜） 

 前 川（野菜） 

 土手本（野菜） 

○下吹越（畜産） 

内 村（茶） 

内 村（畜産） 

 

◎今年度普及指導計画において取り組む課題は 

以下のとおりです。 

 

１ 出水地域農業を支える担い手の確保・育成   

２ 土地利用型作物の経営安定と担い手の育成 

３ 地域の特色を活かした野菜産地の育成 

４ 出水地域果樹産地の育成 

５ 花きの生産安定と経営発展 

６ 茶の生産安定と経営発展 

７ 経営管理能力に優れた畜産経営体の育成 

経営発展研修会（上）と果樹用

ドローンによる防除（下）の様子 
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ばれいしょの根に寄生した様子 
化学と生物,53,34-37(2015)’より 

 

ほ場での被害の様子 
農畜産業振興機構より引用 

本県で使用されるばれいしょの種芋の大部分は、北海道で生産されていま

すが、北海道でのジャガイモシストセンチュウの発生地域は年々拡大してき

ており、発生した地域の種芋は道外へ持ち出すことができなくなります。 

そのため、ばれいしょの種芋を安定的に確保するためには、ジャガイモシス

トセンチュウに抵抗性を持つ品種の導入を進めていく必要があります。 

ジャガイモシストセンチュウとは 

 土の中に生息し、ばれいしょの根に寄生するセンチュウです。 

被害が発生すると、養水分の吸収が阻害され、葉が黄化・枯死し、大幅な減

収つながる恐れがあります。 

体内に卵を持った雌成虫が死亡すると、体の表面を硬化してシストとなり

ます。シスト内の卵は、土の中で 15 年以上も生存が可能となり、防除は非常

に困難となります。 
 

温暖化により「熱中症」のリスクが高まっています 

令和６年の農作業死亡事故のうち最も多かったのは「熱中症」でした。「熱中症」による死

亡者が年々増えています。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

作業を始める前に「暑さ指数」の確認をし、十分な対策をとりましょう！ 

（右ページ下を要チェック跚跛跜距） 

R8.4 農水 HP 

農業機械作業 

に係る事故 

156 人（54.4％） 

要因別の死亡事故発生状況（令和６年） 

機械・施設以外の作業に係

る事故（熱中症を除く）

20%

熱中症

21%

乗用型トラクター

18%

農用運搬車

9%

農業機械作業に係る事故（乗用型

トラクター、農用運搬車を除く）

27%農業用施設作業に係る事故

5%

287人

機械・施設以外の 

作業に係る事故 

116 人（40.4％） 
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R8.4 農水 HP 

暑さ指数が 28を超えると

熱中症のリスクが高まり

ます。 
 

暑さ指数（WBGT）は、 

気温、湿度、輻射熱（日差し・

照り返し）の３つを取り入れ

た、暑さの厳しさを示す指標

です。 

果樹栽培では、傾斜地に植栽されていることや樹高が高いことなどから、防

除作業の省力化が課題となっています。そこで、令和７年度から省力防除技術

として注目されているドローンを活用した防除に取り組んでいます。 

対象品目は「紅甘夏」とし、特に作業負担の大きい夏季の防除について検討

しました。その結果、主な病害虫である黒点病およびミカンハダニに対して、

慣行防除と同等の防除効果が確認されました。 

また、防除に要す 

る作業時間は 10a 当 

たり約８分となり、 

慣行の２時間 33 分 

と比較して大幅な省 

力化が図られました。 

今後も現地実証を 

継続し、技術の精度 

向上と安定化を図る 

とともに、出水地域 

におけるドローン防 

除技術の確立と普及 

に努めます。 
 

表１ 農薬散布体系 
散布時期 試験区

ドローン
ダニゲッターFL

（48）
ジマンダイセン(水)

（20）

慣行
メビウスFL
（2000）

ジマンダイセン(水)
（600）

ドローン アクセルFL（15） ダニコングFL(30)
慣行

ドローン
アドマイヤーFL

(80)
ジマンダイセン(水)

（20）

慣行
トランスフォームFL

(2000)
ジマンダイセン(水)

（600）

使用農薬（倍率）

7月10日

7月29日
アクセルFL(2000)

8月5日

表２ ドローン散布の結果 

注１）病害虫の発生は R7.9.12 に調査した。 

２）10ａ当たり散布時間は R7.7.10 に調査した。 

黒点病 ﾐｶﾝﾊﾀﾞﾆ
ドローン 30.6 0 ８分

慣行 28.3 0 ２時間33分

試験区
病虫害の発生率(%) 10a当たり

散布時間

自分の地域の

暑さ指数を 

確認  
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 令和７年度に、今後の地域  

農業を牽引することが期待さ  

れる、３人の若手農業者が青  

年農業士に認定されましたの  

で紹介します。  

 

 

 

 

 

 

令和８年４月に，10 人の 

職員が出水地区に赴任しま 

した。皆さまのお役に立て 

るよう、努めてまいります。 

よろしくお願いします！ 

 なお、川内本所の課長も  

４月に着任しました。併せ  

て紹介いたします。 

 

主事 

土手本
どてもと

 泰 子
きょうこ

 
（野菜担当） 

技術主査 

上 村
うえむら

 信治
しんじ

 
（経営担当） 

技術主幹 

松 本
まつもと

 徹
とおる

 
（野菜担当） 

技術専門員 

玉利
たまり

  光男
みつお

 
（花き担当） 

技術専門員 

橋 本
はしもと

 萌
めぐみ

 
（作物担当） 

農業技師 

備
そなえ

 来衣佳
ら い か

 
（作物担当） 

技術主幹 

樋口
ひぐち

 真 一
しんいち

 
（果樹担当） 

技術主査 

内 村
うちむら

 涼 子
りょうこ

 
（畜産担当） 

技術専門員 

内 村
うちむら

 浩 一 郎
こういちろう

 
（茶担当） 

（阿久根市 ） 

小園
こぞの

 悠太
ゆうた

氏 

（出水市 ） 

餅井
もちい

 隼人
はやと

氏 

（出水市 茶） 

田中
たなか

 千皓
ちひろ

氏 

農政普及課長 

髙
たか

橋
はし

 正樹
まさき

 

川内本所 

参事 

野畑
のばた

 清美
きよみ

 

（総括） 

出水市駐在 


